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しのはら・やすし●81
年東武トラベル入社。
05年から企画仕入部
副部長として観光素材
の発掘・旅行商品化を
手掛ける。この実績か
ら07年、内閣府地域
活性化伝道師に任命。

や観光客誘致は歴史ある有名観光地のみな
らず、全国各地の多くの市町村でも観光推

進による地域活性化のチャレンジが始まっている。
茨城県の北部に位置する常陸太田市の観光まちづ
くりもそのひとつだ。同市は04年12月に常陸太田
市、金砂郷町、水府村、里美村が合併し、新生常
陸太田市として誕生した。現在人口約6万人、面
積においては茨城県内の市町村の中で一番の広さ
を誇っている。今まで観光にはほとんど無縁とい
ってよいが、合併市町村の一つ旧水府村は村のシ
ンボルだった「竜神大吊橋」（歩行用つり橋で本州

磨き上げのための協議を重ね、1月中旬地元より中
間報告を受けた。
　どの提案素材の内容も地元の里山の自然をベー
スにした食の追求や自然体験を組み合わせ、食べ
る・臭ぐ・触る・見る・聞く、の五感を刺激する
内容で、今後の磨き方次第では着地型観光として
加工できそうな「コミュニティーツーリズム」「生
活文化観光」として高く評価できる内容だった。
　また、重点的にPRしていきたいと考える観光素
材としては、①竜神峡と竜神大吊橋、②常陸秋そ
ば（そば通には有名であるが一般にはまだ知られて
いない）、③西山荘（せいざんそう）、④鯨が丘な
どである。しかし、これだけでは目の肥えた首都
圏の観光客の誘客は難しいと感じる。知名度を高

める手法はいくつもあるが、たとえば幸いにも国民
的スター「水戸黄門」を知らない人はいないわけで、
常陸太田はあの黄門さまが老後の生活場所に選ん
だ隠居所・西山荘がある町であることを誇りに、
たとえば光圀公が好んで食したとされる当時の食
文化を研究し、黄門さまゆかりの地元野菜のブラ
ンド化や江戸時代に西山荘で出されていた祝いの
膳の再現なども面白いと思う。
　大切なのは常陸太田市がどんなまちであるのか
が、誰もがインスピレーションとして思い浮かぶコ
ンセプトづくりをまず行うこと。パーツとして優良

ひかりの「篭炊きご飯」を出したいとの提案があっ
た。これを一例に挙げれば、このおいしそうな篭
炊きご飯は普段から地元の常食として食されてい
るのかがポイントである。
　地元に昔から伝わる食を自分たちの誇りとして
文化継承していくこと、いつもおいしいご飯の町と
して地に足が着いた文化として根付かせることによ
って、旅行者は本当においしい常陸のこしひかり
と篭炊きご飯を目的に訪問するだろう。地域の魅
力＝お客様の満足度vs住民の満足度（底が浅いと
ダメ）ということになる。
　始まったばかりの常陸太田の取り組みが、全国
の観光まちづくりのモデルに成長するよう応援して
いきたい。

一の規模）を中心に観光客
誘致の取り組みを推進して
いたため、合併により常陸
太田市全体の観光誘致の取
り組みに拡大推進されるこ
とになった。
　私が同地を訪れたのは、
国土交通省関東運輸局企
画観光部が実施する08年度
「観光まちづくりコンサルテ
ィング事業」の重点支援地
区に指定され、委員に任命
されたことによる。この事
業の座長、筑波大学人間総
合科学研究科の蓮見孝教授
のご指導のもと、地元を愛
する市民や地域活動を行う
NPO法人のメンバーが中心
になり、約半年間に渡り同
市に眠る観光素材の発掘と

な観光素材が開発できたと
しても消費者には伝わらな
いため、常陸太田の知名度
を上げるためのイメージ戦
略をきっちりと行うことで
ある。
　本物の観光素材開発の基
本となる考え方のポイント
は「地域の誇り探し」がベー
スでなくては定着しない。
すなわち、あくまで自分た
ちが生活している地元の自
然・文化・人・知恵・生き
方の追求を行うことが基本
で、自分たちの地域文化を
継承し楽しみ、決して観光
客を呼ぶための開発ではな
いということだ。
　今回地元から受けた提案
の1つに、地元自慢のこし
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